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令和８年度 事業計画書 

公益財団法人一橋大学後援会 

 

 

公益財団法人一橋大学後援会は、令和８年度において、その目的を達成するため、

定款第４条各号の規定に基づき次の事業を実施する。 

 

事業計画総額  １１０，５６１千円 

 

Ⅰ 一般事業  ４７，６３４千円 

１．教育・学術研究活動に対する支援            １８，６６３千円 

 

（１）教員等海外派遣事業                  ２，５００千円 

   次の指針に基づき選考された若手教員等の海外における研究活動（調査、研 

究及び資料収集等）に対して旅費等を支援。 

    ・全学的に公募する 

    ・対象者は満 45 歳未満とする 

    ・派遣期間は６か月以上とする 

    ・当該年度の上限は 2,500 千円とする（令和 8年度１名の予定あり） 

     ・派遣者の義務として、後援会及び如水会が主催するセミナー等（如水会員・

一般市民等も含む）の講師を担当する 

    ・研究活動成果を大学 WEB サイトで広く一般に向け公表し、学外における講

演会等においても発信する 

 

（２）学生相談支援事業                   １０，２３８千円 

学生が安心してキャンパス生活を送ることができるように支援の充実を図る

ため、学生相談室における以下のような雇用の実現を支援する。 

①学生からの履修、学生生活、対人問題等の広範な相談に応じるためのカウ

ンセラー（契約職員） 

②来室学生の受容と相談内容の確認、各カウンセラーへの適切な振り分けな

どを担当する臨床心理士等の資格を持った学生相談補助員 

③学生相談室事務担当及び受付補助を担う事務補佐員 

 

（３）就職支援事業                     ２，４００千円 

学生が安心して就職活動を行うことができるように支援の充実を図るため、

以下の経費を支援する。 

・個別就職相談に応じるスポットキャリアアドバイザーの雇用 

・学生のキャリア面談予約や進路決定届の提出等の利便性向上を図るための

就職支援管理データベースシステムの利用契約 
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（４）アカデミア支援事業                  ３，５２５千円 

日本社会やそれぞれの地域が抱える諸問題について、一橋大学が保有する知

的資源を活用した分析を行い、解決のための方策を提唱することで社会貢献を

するべく、地方において「アカデミア（シンポジウム形式）」を開催している

が、その開催経費を支援している。 

令和８年度は、令和８年７月ごろに札幌での開催を計画している。 

 

（５）大学運営等支援事業                      ０千円 

大学及び各部局等における運営を円滑に推進するための経費や、大学に関連す

る組織及び地域社会との交流活動等において大学運営に必要な経費を支援する。 

 令和８年度の事業は見送ることとする。 

 

２．教育・研究の国際交流に対する支援            ２８，９７１千円 

 

（１）外国人研究者等招聘事業               １６，６５１千円 

一橋大学と世界のアカデミック・コミュニティとの連携強化、一橋大学の研

究教育の発展、国際的な学術交流を通じた社会への貢献を目的として、優れた

業績を有する外国人研究者等を招聘するために必要な経費を支援する。 

 

（２）国際交流セミナー                   １，１０４千円 

この事業は若手研究者や学生の研究教育の意識向上、世界に羽ばたく人材の

育成を目的として実施している。一橋大学の更なる国際競争力強化を目的とし

て、海外から著名な研究者を招き、一橋大学での講演を「一橋大学国際交流セ

ミナー」と題して実施するために必要な経費を支援する。 

 

（３）国際化支援事業                     １，２１６千円 

以下のような一橋大学の国際化を推進するための各種取組の実施に必要な経

費を支援する。 

①留学生にとって魅力のある学修・生活環境を構築する。 

②国外の大学との人的ネットワーク構築や共同研究実施の円滑化を図る。 

③本学学生を海外で研修させる等により国際的視野を育成する。 

 
（４）受入交換留学生（インバウンド）奨学金事業      １０，０００千円 

海外大学に在籍する優秀な学生を交換留学生として受け入れることで、一橋

大学の学生の英語でのコミュニケーション能力向上と派遣留学先の多様化を図

るため、一橋大学が特に重要視する協定校からの交換留学生数を増やすことを

目的として、交換留学生向け奨学金の支給費用を支援する。 
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Ⅱ 指定事業  ４７，７７７千円 

○寄附者の寄附目的に沿った事業 

１．指定事業費（Ａ）武山基金                １，０３０千円 

研究者の研究成果出版を支援する目的で寄附された基金。 

  主に若手研究者を対象とし、今年度は、１件の出版を支援する。 

 

 

２．指定事業費（Ｂ）学問風土育成基金            ５，６００千円 

講義実施を支援する目的で寄附された基金。 

  今年度は、次の講義実施に係る人件費などの必要経費を支援する。 

   １．如水会が開講している「寄附講義」 

    ・キャリアゼミ（学部教育） 

   ２．公認会計士如水会の協力を得て商学部が開講している講義 

    ・Interactive Course on Business Basics(Accounting)(学部教育） 

 

 

３．指定事業費（Ｃ）課外教育振興基金           ３５，０００千円 

課外教育を支援する目的で寄附された基金。 

  体育及び文化に係る各クラブ等の積極的な活動に係る必要経費、活動拠点（他大

学との練習試合や交流戦）の設備や物品の整備・充実、および活動報告書作成経費

等を支援する。 

 

 

４．指定事業費（Ｅ）植樹会基金                 ８００千円 

一般市民にも開放された、本学のキャンパス（緑地）整備を支援する目的で寄附

された基金。 

一橋大学のキャンパス緑地計画に基づき、植樹会が実施する事業を支援する。 

 

 

５．指定事業費（Ｆ）障害学生支援基金                ０千円 

  障害を持つ学生を支援する目的で寄附された基金。 

障害を持つ学生の就学や生活上の各種支援、障害を持つ学生を支援する教職員お

よび学生等への各種支援を行う。 

  令和８年度の支援は見送ることとする。 

 

 

６．指定事業費（Ｇ）大学史編纂基金               １００千円 

  一橋大学史編纂を支援する目的で寄附された基金。    

  学園史資料室の整備、資料の整備、目録作成および一般公開に対する支援を行う。 
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７．指定事業費（Ｈ）HEPSA 交換留学生基金           ２，０００千円 

  本学学部学生の海外派遣留学を支援する目的で寄附された基金。 

  交換留学生の旅費等の支援を行う。 

 

 

８．指定事業費（Ｉ）傘寿記念基金                ２，９４７千円 

如水会員の傘寿を記念として、学生生活の向上を支援する目的で寄附された基金。 

令和８年度は、引き続き、図書館に設置した「傘寿記念基金文庫」の充実を図る。 

 

 

９．指定事業費（Ｊ）育児支援基金                 ３００千円 

  男女共同参画事業の一環として、本学の教職員・学生を対象とした育児を支援 

する目的で寄附された基金。 

  令和８年度は、対象となる教職員及び学生のベビーシッターの派遣等の事業に 

必要な経費を支援する。 

 

 

10．指定事業費（Ｋ）災害奨学基金                   ０千円 

  災害等により経済的な被害を受けた学生及び院生を支援する目的で寄附された 

基金。 

  令和８年度の支援は見送ることとする。 

 

 

Ⅲ 管理費  １５，１５０千円 

１．管理費                         １５，１５０千円 

  当後援会の管理、運営、広報活動等に必要な経費を計上する。 

  令和８年度においても寄附金の増収を図るべく、主として、次の事業を実施する。 

   １）一橋大学への各種支援事業の内容とともに、当後援会の寄附金が税額控除

の対象であることの周知を引き続き展開する。 

   ２）各事業に係る広報について、ホームページの活用・充実を図る。 

   ３）アニュアルギフトによる利用者拡大を図る。 

   ４）指定事業の各関係者（課外教育振興基金においては OB・OG 会も含め）と

の連携強化を図る。 

なお、令和８年度は、業務効率化を図るため、虎ノ門会計、マネーフォワ―ド導

入等の経費を計上する。 

 

以 上 


